





Sound Level and W orkmen Hearing Loss 
in the Press Shops IV 
Sho FUJITA， Kazuyuki TERAMOTO and Ichibei KUDO 
The purpose of this study was to investigate the sound intensity and e妊ectof nois巴 on
workmen in the press shops. The subjects were 415 workmen in the press shops 16 factories. 
Their hearing loss were examined about test frequencies of 250， 500， 1K， 2K， 4K and 8KHz， 
respetively. The noise characteristics observed in the factories was 112 dB(A)with the maximum 


























































床 全工場コ 、ノヲ リ ト
腰板






高さ6.5~1l .5m ，山形・鋸刃形・越屋根形， 8 mm波形スレート 6mm波形フaラスチック板 6mm波形





形 式 機 種 保有能力トン
30， 40， 45， 70， 80， 100， 
機械
Fランク式 120， 125， 130， 150， 200， 
プレス




流体圧 空気式 300 
プレス 油圧式 500 
特殊 パンチ式 25， 50 



























































プレス工場の騒音と作業者の聴力損失 W 135 
表 3 プレス機の加工品寸法
材質 厚さmm 大きさ mm 加工数 加工内容





rt 300 x rt50 1 II 
rt 160 1 円抜
0.8 1239 x 477 1 二面打抜
850 x 120 1 二面曲げ
80 x 60 l 型抜
φ128 I 円抜と絞り
1.0 
型抜240 x 182 l 




420 x 330 1 I1 
126)( 118 1 型抜
95 1 曲げ
1.4 
型抜306 x 100 1 
鋼板 1.5 120 x 110 1 型抜
rt 180 1 円抜
rt 45 2 /ツ
1.6 
569 x 212 1 縁切り
75x65 1 型抜と曲げ
φ345 2 円抜
φ135 1 I1 
2.3 
型抜288 x 250 1 
II 曲げ
2.5 123 x 8 1 型抜
2.6 rt 316 1 円抜
120 x 60 1 二面曲げ
3.0 
立l抜と曲げ32 x 24 1 
rt 70 I 円抜
3.2 
400 I 曲げ
4.0 120 x 114 I 型抜
4.5 1219X234 I 型抜
ドワ a レノくー I 型抜
6.0 
タイヤホイーノレ l 11 









一一一一旦竺 最大 最小 中央
使用で機きる (To)
プレス 総能力 T 4，310 100 1， 145 
稼動していた (To)
3，010 100 490 プレス機総能力 M 
プレス作業専用面積A(m') 2，635 310 648 
工場空間容積 V(m') 25，400 2，040 2，900 
Vm'/Mton 35.0 2.2 8.6 
Vm'/Am' 12.5 4.8 6.0 
表 5 直接作業音単位 dB(A)
¥弓町 LA Leg 
最 大 116 106 
最 87 82 
平 均 101 95 
標準偏差 7.5 6.6 
表 6 保有能力別直接作業音
UIK 50 トン 51 ~ 100 101 ~200 201トγ以下 トン トン 以上
最 大 102 111 116 116 
最 87 90 87 95 
平 土勾 95.9 100.3 101. 6 103.1 
標準偏差 5.8 5.8 8.0 7.7 
表 7 LA'LeqoR/mの関係
いif30以下 31 ~60 61~90 91以上
平 均 0.91 0.93 0.95 0.96 























図l ダイニングプレス 50TOAのPL102dB (A) 
板厚o. 13mm，穴明速度 264rpm，記録紙速度 3
mm/sと30mm/s


















OA 63 125 250 500 IK 2 4 8K 
Hz 一一→
図3 プレス機保有能力別直接作業音LA 図4 直接作業音LAと周波数分析












































15 20 25 30 35 40 45 50 55刷 li5
19 24 29 .'¥4 39 44 49 54 59 64 69 
年令lメ同一一一一
図 5 年令区間別作業者数と実在難聴率
40 実線累積率 r--' 180 
/-JF -4片」累積率 20 40 主'相切pりI 
。/0 10 20町"' 
図6 年令区間別難聴出現率












¥寸竺L15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 言十
19才 24 29 34 39 44 49 54 59 64 69才
作 業 者 数 50人 34 34 46 54 67 55 31 22 16 6人 415 
難 聴 者 数 7人 I 6 11 12 25 26 15 12 13 5人 133 
相対難聴出現率 % 14 3 18 24 22 37 47 47 55 81 83 
累積難聴出現率 % 1.7 1.9 3.4 6.0 8.9 15 21 25 28 31 32% 32% 
平均聴力 4kHz 9.8 14.2 22.0 25.6 30.5 31.3 34.9 37.6 41. 3 48.2 48.6 
損失 dB 六分法換算値 12.4 12.1 15.2 17.1 18.2 20.0 22.8 25.1 26.3 34.3 34.6 
138 藤田 正・寺本和幸・工藤市兵衛
表10 露聴期間別難聴出現率・平均聴力損失
¥ぞ?と 5年 5 10 15 20 25 30 35 40年 言十
未満 9年 14 19 24 29 34 39 以上
作 業 者 数 139人 81 79 49 36 19 7 2 3人 415 
難 聴 者 数 27人 29 28 19 15 8 4 1 2人 133 
相対難聴出現率 % 19.4 35.8 35.4 38.7 41. 7 42.1 57.1 50.0 66.7 
累積難聴出現率 % 6.5 13.5 20.2 24.8 28.4 30.4 31.3 31目6 32.0 32% 
平均癒力 4kHz 17.2 30.1 28.9 33.2 38.3 40.8 47.9 42.0 50.0 

















?? w u w ~ W E W年
以
















y = 0.76x-0.54 ….3式
y=平均聴力損失 (4KHz) x =年令









u w ~ W E W ~ ~ ~ w • 

































実線 4kHz 50 





y = O.71x + 20 . 8 …… 4式
y=平均聴力損失 (4KHz) 
x=露聴年数







プレス工場の騒音と作業者の聴力損失 W 139 
表1 年令と難聴出現率。平均露聴年数・平均聴力損失 (35才以下〕
~之と 15才 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 
{乍 業 者 数 8人 7 13 9 13 9 6 5 8 6 11 8 4 5 6 
難 聴 者 数 。。 3 2 2 1 。。。。。。 2 3 1 
難聴、出現率 。。1.7 2.9 4.1 4.7 4.7 4.7 4.7 4.7 4.7 4.7 5.8 7.6 8.1 
平均露聴年 0.5 1.0 1.6 2.0 2.1 2.3 3.3 4.2 5.6 5.8 5.7 7.5 8.3 9.6 9.7 
手F均聴力 4kHz 6.3 9.3 11.5 12.8 9.2 11.7 14.6 21.0 14.7 16.3 17.5 22.2 28.8 25.5 27.5 
損失 dB 六分値 7.4 10.5 14.5 16.7 11.1 11.9 11.5 11.8 12.8 12.3 10.8 13.5 22.3 21. 5 17.9 
ー」ー
30 31 32 33 34 35才 言十
9 6 10 8 13 8人 172 
3 2 2 2 2 l 26 
9.9 11.0 12.2 13.4 14.5 15.0 15% 
10.9 9.0 11.7 11.8 12.2 13.5 
21.1 22.1 26.3 31. 9 26.3 30.0 



















Yo = 0.67x-10.2 ......5式










y=O.67x~ 1O .2.' .....5式
r =0.99 
l年
















y二1.13x-8.9 ・ 1 式
y 二平均聴力損失dB x =作業者年令(l5~35
才)
I 二 0.90
6式の残差分散S'= 9.6，標準残差S= 3.1dB， Yの
分散 xの分散，相関係数 rより求めた回帰係数1.13の
推定標準残差は0.08となった。回帰係数の範囲は

















表 5 にならい瞬発騒音 LA 二 (98~104þ :t 7.5dBω，等





































































1て 殆んど用 時々用い 殆んど用 l調査数 いる る いない
良聴者 185人 9.5% 25.3% 65.2% I 
難聴者 78人 。 34.6% 65.4% I 
L 

















力損失 I1I，愛知工業大学学研究報告， 17B， 1982 
〔受理昭和59年 1月17日〉
